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概要 
（100～150 字程度） 

位相的データ解析などの数理学的手法を取り入れて三次元画像を

解析することで、個体・臓器における微小炎症をこれまでと全く異

なる視点からの定量に取り組んでいる。また、本共同研究では研究

代表者が開発した新たな脈管構造評価法を用いることで、自己免疫

疾患モデルマウスにおけるゲートウェイ反射機構の解明に取り組

んでいる。 
研究目的 
（300 字程度） 

慢性炎症は、さまざまな疾患との関連性が認められることから、よ

り詳細な分子機構の解明が多くの病気に対する新規治療法に繋が

ると考えられる。申請者の研究室はベイズ推論を用いたマルチオミ

クス解析、位相データ解析に長けており、がんおよび自己免疫疾患

などの病態解明に繋がる研究を数多く明らかにしてきた。今回は、

村上博士が研究するIL-6アンプ活性化を介する神経-免疫連関機構

について詳細な解析を行い、論文化を目指した。 

研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

分子神経免疫学分野で微小炎症状態についての表現型解析をライ

トシート顕微鏡、組織透明化技術、そしてトポロジー構造解析技術

を用いて取り組んだ。 

共同研究先の分子神経免疫学分野は、非免疫系細胞の慢性炎症への

寄与を世界に先駆けて報告し、また免疫研究、炎症研究にも精通し

ている。研究代表者のオミクス解析技術開発への強みを融合させる

ことで、更なる医学的発展が予見されるデータが得られ始めてい

る。特に分子神経免疫学分野に設置されているライトシート顕微鏡

およびCODEXなどの機器を用いて取得したデータに対して研究代表

者がこれまで構築してきた数理学的な視点からデータを解釈する

ことで、新規微小炎症制御機構や免疫応答機構の探索を継続中であ

る。 



成果 【学会報告】 
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【論文発表】 
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